
 
 
 

 - 1 -  

 

 

２００９年度 
 

環境活動レポート   
（活動期間：２００９年 12 月～２０１０年 11 月） 

 

承認 作成 

   

作成日：２０１０年１２月１日 

        

 
 
 
 
 
 



 
 
 

 - 2 -  

有限会社 初崎製作所 

目       次 

 

① 組織の概要 

② 対象範囲 

③ 環境方針 

④ 環境目標 

⑤ 環境活動計画 

⑥ 環境目標の実績 

⑦ 環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

⑧ 環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟

等の有無 

⑨ 代表者による全体評価と見直しの結果 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 - 3 -  

① 組織の概要 

事業所名 有限会社 初崎製作所 

代表者名 代表取締役 初崎 常利 

所在地  〒399-4301 長野県上伊那郡宮田村 5287－8 

事業内容  半導体部品関連 

・チップセンサー組立、電気特性検査 

・IC パッケージ 外観検査 

・IC パッケージ ブレイク加工 

      電子部品関連 

      ・地震計ピックアップ組立          

事業規模 主要製品生産量 ９．０８トン（２００９年度） 

資 本 金  500 万円 

延べ面積  561 ㎡                 

従業員数  36 名（２０１０年１２月１日現在） 

事業年度  １２月～翌年１１月 

環境管理責任者 専務取締役 初崎 哲也 

        連絡先 TEL.0265-85-3137  

FAX.0265-85-5569 

                     E-mall:hatsuzaki3@leaf.ocn.ne.jp 

環境事務局 製造部 野近 勇希 

  連絡先 E-mall:hatsuzaki2@poem.ocn.ne.jp 

 

② 対象範囲 

対象期間 2009 年 12 月～2010 年 11 月 

発行日 2010 年 12 月 1日 

登録組織名 有限会社初崎製作所 

認証・登録の対象活動範囲 半導体部品・電子部品の製造 

関連事業所 なし 

認証・登録番号 0004675 

       



 
 
 

 - 4 -  

③ 環境方針 

 

 私たちは、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される資源への対応が人類共通の重

要課題との認識にたち、半導体部品・電子部品の製造などの事業活動における環境負荷の低減

を図るため、全社一丸となって自主的、積極的に環境保全活動に取り組みます。 

 
＜環境保全への行動指針＞ 

 

１． 具体的に次のことに取り組みます。 

①環境に配慮した製品の製造・生産ラインの構築に努める 

②化学物質の管理・使用量削減に努める 

③購入物資のグリーン購入に努める 

④地域の環境保全に貢献するよう努める 

⑤業務と設備の管理を行い、二酸化炭素排出量の削減に努める。 

電力、化石燃料の削減 

⑥水資源の節約に努める。 

⑦廃棄物の削減及び再資源化に努める。 

ごみ回収と分別の徹底・紙の使用量の抑制 

 

これらについて環境目標、活動計画を定め、定期的に見直しを行い継続的な改善に努めます。 

 

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。 

 

３．環境への取り組みを環境活動レポートとして取りまとめ公表します。 

 

４．環境方針を全従業員に周知させ、環境保全に対する意識の向上に努めます。 

 

 

改訂：２０１０年１２月０１日            

制定：２００８年１２月０１日 

有限会社 初崎製作所 

代表取締役 初崎 常利  
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④ 環境目標 

・２００８年度実績に対し、中期計画（２００９年度～２０１１年度の３年間）で 

二酸化炭素排出量（電気使用量と自動車燃料）については各６％削減する 

総排水量（上水道と地下水）については９％削減する。 

廃棄物排出量については１０％削減する 

 

・２００７年度～２００８年度実績 

  単位 2007年度実績値 ２００８年度実績値 

二酸化炭素排出量（電力） kg－ＣＯ２ 117,908 78,101 

二酸化炭素排出量（自動車燃料） kg－ＣＯ２ 7,368  7,997 

総排水量 ㎥ 331（上水のみ） 419（地下水含む） 

一般廃棄物排出量 kg - 187 

電力の排出係数は 0.378 で算出 

・２００９年度～２０１1 年度目標 

 

  単位 2009 年度目標 2010 年度目標 2011 年度目標 

二酸化炭素排出量（電力） kg－ＣＯ２ 76,539（2％削減） 74,977（2％削減） 73,415（2％削減） 

二酸化炭素排出量（自動車燃料） kg－ＣＯ２ 7,837（2％削減） 7,678（2％削減） 7,518（2％削減） 

総排水量（上水のみ） ㎥ 407（3％削減） 394（3％削減） 382（3％削減） 

一般廃棄物排出量 kg 178（5％削減） 172（3％削減） 168（2％削減） 

 

⑤ 環境活動計画   ２００９年度目標（２００９年 12 月～２０１０年 11 月） 

 

 

  単位 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

二酸化炭素排出量（電力） kg－co2 6,378 6,378  6,378 6,378  6,378  6,378  6,378  

二酸化炭素排出量（自動車燃料） kg－co2 652  652 652  652  652  652  652  

総排水量 ㎥ 51 13 9  64  16  54  15  

一般廃棄物排出量 kg 15 15 15 15  15  15  15  

７月 ８月 9 月 1０月 １１月     合計 

6,378 6,378 6,378 6,378 6,378 76,539 

652 652 652 652 667 7,837 

55 14 60 10 46 407 

15 15 15 15 16 178 
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項目 活動内容 対象 

二酸化炭素排出量の削減 不要照明の消灯 全社 

  必要以上の照明の削減 全社 

  

不要待機電力の削減 全社 

設備稼働率の向上 全社 

工程改善の検討 全社 

  エコドライブ１０の推進 全社 

総排水量の削減 
節水運動の推進 全社 

地下水を含めた基準値及び目標値の見直し 全社 

  トイレの節水 全社 

一般廃棄物の削減 廃棄物分別ルールの運用 全社 

  目標値の設定 全社 

  
帳票類の見直し 全社 

私物ゴミの持ち帰り 全社 

⑥ 環境目標の実績 

  単位 2009 年度目標 2009 年度実績 判定 

二酸化炭素排出量（電力） kg－ＣＯ２ 76,539 89,348 未達成 

二酸化炭素排出量（自動車燃料） kg－ＣＯ２ 7,837 7,532 達成 

総排水量 ㎥ 407 437.8      未達成 

一般廃棄物排出量 kg 178 171 達成 

⑦ 環境活動計画の取組結果とその評価 、次年度の取組内

容                                           

  ・二酸化炭素排出量（電力） 
  単位   １２月 １月 ２月 ３月 ４月 5 月 6 月 7 月 8 月 ９月 １０月 １１月 合計  

二酸化炭

素排出量

（電力） 

  

kg－

CO2 

目標

値 
6,508  6,508  6,508  6,508  6,508  6,508  6,508  6,508  6,508  6,508  6,508  6,508  76,539  

kg－

CO2 

実績

値 6,837 6,384 7,866 6,805 7,046 6,152 7,590 8,772 8,168 9,571 7,171 6,987 
89,348  
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評価：目標値に対して達成できなかった。その要因として全社で節電運動を進めてきたが、仕事量増加により電

気使用量も増加した。また７・８月の猛暑によるエアコン使用量増加も大きい。今後も節電運動の徹底、効率的

な設備の稼働に努めていく。 

 

・二酸化炭素排出量（自動車燃料）          

  単位   １２月 １月 ２月 ３月 ４月 5 月 6 月 7 月 8 月 ９月 １０月 １１月 合計  

二酸化炭

素排出量

（自動車

燃料） 

  

kg－

CO2 

目標

値 
652  652  652  652  652  652  652  652  652  652  652  667  7,837  

kg－

CO2 

実績

値 
501  555  632  588  734  454  758  587  553  663  727  779  7,532  

 

評価：月別では達成できない月もあったが、累計では達成した。エコドライブ１０と不要な使用を抑制したためと

考えられる。 
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・総排水量 

  単位   １２月 １月 ２月 ３月 ４月 5 月 6 月 7 月 8 月 ９月 １０月 １１月 合計  

総排

水量 
㎥ 

目標

値 
51  13  9  64  16  54  15  55  14  60  10  46  407  

  ㎥ 
実績

値 
7.2  51.1  27.6  41.0  12.0  49.2  14.7  59.1  31.0  66.8  17.5  60.6 437.8  

評価：未達成となった。その要因として仕事量増加により、社員数が２０人から３６人になりトイレ・洗面所の水使

用量が増加したためと思われる。今後も節水運動を徹底していく。 

 

・一般廃棄物量 

  
単

位 
  １２月 １月 ２月 ３月 ４月 5 月 6 月 7 月 8 月 ９月 １０月 １１月 合計  

廃棄物

排出量 
kg 

目標

値 
15  15  15  15  15  15  15  15  15  15  15  16  178  

 
kg 

実績

値 
10.8  11.7  6.6  14.6  12.6  8.8  30.2  5.3  13.0  9.5  23.1  25.7  171.9  

 

 

 

産業廃棄物排

出量 

粘着シ

ート 

シリンジ  

  ディスポカップ  

樹脂容器    

   プラスチック蓋     

キャピラリケース 

 

 

ニードル 

 

 

ガラス瓶 

キャピラリ 

指サック 

 ゴム手袋 
その他 

 

 

合計 

単位：ｋｇ 16.3 24.0 0.4 5.7     9.4 0.1 55.9 

評価：月別では達成できない月もあったが累計では達成した。今年度から始めた産業廃棄物の分別と私物ゴミ

の持ち帰りが大きかった。資源プラスチックについては前年度 19.6ｋｇから 16.6ｋｇに、廃プラスチックについては

64ｋｇから 34.7ｋｇに削減した。ただし仕事量増加で可燃ごみは前年度 94.8ｋｇから 120.6ｋｇに増加しており、帳票

類見直しや書類の電子化が求められる。 

産業廃棄物についても今年度から分別・計測を行い以上の結果が得られた。一般廃棄物と合計すると 227.8ｋ

ｇとなり、昨年より排出量自体は増加してしまった。今後は産業廃棄物についても排出量を減らす努力が求めら

れる。 

 

・教育・訓練の実施 

・１月に有機溶剤の緊急事態教育を行い、有機溶剤の扱い方、緊急事態が起こったときへの対応を確認した。 

 

・７月に独立行政法人 環境再生保全機構のビデオ「みんなで考えよう 地球環境問題」を鑑賞し、環境保全へ

の理解・意識向上が高まった。合わせて今後の環境教育の参考のため、全社員にアンケート調査も行い、環
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境への理解度や興味のある分野についても調査した。 

 

・８月に緊急事態訓練を行った。今回は初めて消防署員の方に訓練を見てもらい、指導・講評をいただいた。

           

・写真で見る今年度の取組 

            

・１０月に空調室に発泡ウレタンを充填し、           ・有機溶剤の保管場所を隔離し、施錠と漏洩対策の 

空調の効率を高めた。                        効果を高めた。 

          

・トイレに節水とトイレットペーパー節約の表示を        ・基本的に全ての設備に節電の表示をし、温度に 

するとともに使用量を調査し、双方の使用量削減を図った。  ついても表示で徹底を呼び掛けた。 
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・次年度の取り組み 

二酸化炭素排出量について電力は目標を達成できなかった。２０１０年度からは太陽光発電、ＬＥＤ照明の導

入を行い、使用電力を削減する。また節電運動についても休憩時の消灯や、終業時の設備の電源 OFF など

改善していく点はまだまだ有る為、今後も周知徹底と行動の推進を行う。 

 

また２００９年度版ガイドラインに対応した環境方針を策定。 

環境に配慮した製品の製造・生産ラインの構築 

化学物質の管理・使用量削減 

購入物資のグリーン購入 

地域の環境保全に貢献する 

以上についても活動を行っていく。 

 

 また引き続き全社（全従業員）の取り組みとして環境保全への理解・意識向上を環境活動教育にて促進し、環

境経営システムの更なる向上を目指す。 
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⑧環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

環境関連法規の遵守状況 

分類 名称 該当する要求事項 該当する設備・品物 管理部門 
遵守

評価 

 灯油 消防法 
・危険物保管の指定数量以上の

許可 
灯油タンク 

社長（初崎常

利） 
○  

フロン類 フロン回収・破壊法 

・破棄時のフロン類の適正かつ適

切な回収措置 

エアーコンディショナー  

環境事務局  ○  

コンプレッサー 

リサイクル 自動車リサイクル法 

・車検又は廃車時のリサイクル費

用の支払い 

社有車 

環境事務局 ○  

化学物質 

労働安全衛生法（有

機溶剤中毒予防規

則） 

・有機溶剤取扱所での掲示 
・アセトン 

・キシロール 

・メタノール 

・ＩＰＡ 

・エタノール 

有機溶剤作

業主任者 

 

○  ・有機溶剤を取り扱う作業者への

教育   

・有機溶剤作業主任者の選任   

化学物質 毒物及び劇物取締法 

・盗難・漏洩防止 

・メタノール 

・キシロール 

有機溶剤作

業主任者 

 

○  
・容器への表示 

・保管施設の表示 

化学物質 ＰＲＴＲ法 

・他の事業者に譲渡・提供する場

合のMSDSの提供義務 

・当該物質の環境への排出量等

を把握し、国に報告 

・キシレン 

・銀 

・コバルト及びその化合物 

・マンガン及びその化合物 

・ビスフェノールＡ型エポキシ

樹脂 

有機溶剤作

業主任者 

 

   

○ 

産業廃棄

物 

 

 

廃棄物処理法 

 

・廃棄物集積場の保管基準遵守 

・廃棄物処理業者との契約、許可

書の確認 

・マニフェストの交付、回収、保管 

・マニフェスト交付状況を県知事

に報告（毎年 6月 30日まで） 

 

 

廃棄物集積場 

 

 

環境事務局 

 

 

○ 

・違反、訴訟等 

環境関連法規への違反はありません。 

過去３年間近隣からの苦情はありません。 

又、監督機関からの違反等の指摘もありません。 
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⑨代表者による全体評価と見直しの結果 

見直しに必要な情報 
変更の必要性の有無・指示事

項 

（環境管理責任者の報告） （環境管理責任者のコメント・提

案） 

（代表者） 

[取組状況の評価結果] [環境方針] [環境方針] 

①環境関連法規制等の遵守状況 

法規制の遵守に関しては違法・問題点

はありませんでした（別紙参照）。 

②是正及び予防処置の状況 

緊急事態訓練を受けて「防火・火災予防

手順書」を改訂しました（別紙参照） 

③前回までの代表者の指示事項の対応 

特にありません。 

2009 年度版ガイドラインに対応し

たものに改訂する。 

変更の必要性なし（新規追加項

目の全社員への周知徹底と目

標活動計画を推進すること）。 

変更の必要性：  無 

[環境目標・環境活動計画] [環境目標・環境活動計画] 

2009 年度版ガイドラインに対応し

たものに改訂。 

但し、二酸化炭素排出量、水資

源排出量、廃棄物排出量につい

ては売上ベースで評価することも

検討する。 

二酸化炭素排出量、水資源排

出量、廃棄物排出量について

は２００９年度版実績を元に目

標値の再設定を行い、より実績

に見合ったものにすること。 

[目標・環境活動計画の達成状況] 

二酸化炭素排出量が未達成。特に電力

使用量が目標に対し大幅に増加した。

原因として生産量増加が考えられる。今

後も節電の徹底を推進する。また、廃棄

物排出量については超過した月もある

が累計では目標を達成した。水資源排

出量については目標を達成できなかっ

た。人員の増加によるものと考えられ

る。今後も節水を推進する。また来年度

から上水も社内で測定し、精度を高め

る。 

変更の必要性：  有 

[その他の環境経営システムの

各要素] 

[その他環境経営システムの各

要素] 

2009 年度版ガイドラインに対応し

たものに改訂。 

 

変更の必要性なし。ただし推進

委員について今後入れ替えるこ

とを検討すること。 

[周囲の変化状況] 

外部コミュニケーション記録より 

 特に苦情・要望事項等はありません。 

境関連法規制等の動向他 

PRTR 法が改正された。 

変更の必要性：  無 

最後までお読みくださってありがとうございました。 


